<Papers> History of Medical Scientist by 田畑, 勝好
Title検査技師の歴史
Author(s)田畑, 勝好









検 査 技 師 の 歴 史








































































































































































































































































































病理学 ･微生物学 ･生化学 (以上いずれも人体
及び人体由来)の5学科を修了した者には衛生
検査技師の免許が申請によって与えられること
になった｡また,たとえ臨床検査技師学校,義
成所でなくても,厚生大臣が認める大学におい
て,臨床生理学 ･臨床化学 ･放射性同位元素臨
床検査技術学 ･医用電子工学概論 ･臨床検査総
論の5科目を修了して卒業した者には臨床検査
技師の国家試験を受ける資格が与えられた｡
1971(昭和46)年8月,第一回臨床検査技師
国家試験が実施され,受験者数25,628名,欠席
者数509名,合格者数24,476名,合格率97.4%
であった｡
1977(昭和52)年4月,日本衛生検査技師会
は日本臨床衛生検査技師会に改称された｡1980
(昭和55)年6月,日本臨床衛生検査技師会は
業務制限などを盛り込んだ第二次法改正案を策
定し,厚生省に提示した｡同年11月には,臨床
検査技師,衛生検査技師等に関する法律の一部
が改正され,登録衛生検査所に関する規定が強
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化された｡
近年の医学医術の進歩に伴い,臨床検査の分
野も変化しかつ高度なものとなっている｡ この
ため,1986(昭和61)年4月には臨床検査技師
学校養成所におけるカリキュラムが,医療の現
状にあった教育内容に改正され,臨床検査技師
の資質の向上が図られた｡この臨床検査技師学
校養成所指定規則 (カリキュラム)の改正の一
環として,臨床検査技師,衛生検査技師等に関
する法律施行規則らも改正された｡そして,臨
床検査技師国家試験科目が15科目から10科目に
変更され,さらに国家試験の受験に必要な科目
を履修した薬学部や獣医学部などの卒業生も今
までは4科目受験で良かったのが,全科目すな
わち同じ10科目を受験しなければならなくなっ
た｡
現在,わが国の臨床検査においては,特に臨
床化学検査,血液学検査,免疫血清学検査の大
部分において自動分析機とコンピュータによる
自動化,システム化が非常に進行しており,敬
生物学検査や病理学検査も一部自動化されてい
る｡このように検査の自動化を可能にした自動
分析機が日本で最初に使用され始めたのは1960
(昭和35)年頃で,それは1954(昭和29)年に
開発されたオートアナライザーと呼ばれる生化
学用自動分析装置であった｡1962(昭和37)午
には血球自動算定用装置であるコールタ-カウ
ンターが国内で使用され始めた｡1968 (昭和
43)年頃には国産の生化学用自動分析装置が生
産販売されるようになり,1970(昭和45)年頃
には臨床化学検査に多項目同時自動分析装置が
普及しはじめ,それ以降,自動分析装置は小型
コンピュータを搭載してますます高性能化し,
短時間に大量の検体を処理することができるよ
うになった｡これまでは検査件数の増加に比例
して病院に勤務する検査技師の数も増加 した
が,1970(昭和45)年頃以降は,自動分析機に
よる大量の検体処理が行われるようになったた
め,検査件数は急激に増加するにもかかわら
ず,病院に勤務する臨床検査技師の数は横ばい
になり,ほとんど増加しなかった｡
さらに最近では,医療費削減のあおりをうけ
て,病院の中には人件費削減の一環として検査
技師を減らすために,生理機能検査や緊急検査
だけを残して,検体検査をすべて検査センター
に外注するところも出てきた｡また,検査セン
ターから検査技師が病院の検査部に派遣され
て,そこの機器設備を使用して,その病院の検
体検査を行うブランチラボも出現してきた｡
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